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概要 事業ポートフォリオ

商号 三菱地所株式会社

MITSUBISHI ESTATE CO., 
LTD.

設立 1937年5月7日

資本金 142,414,266,891円
（2022年3月31日時点）

営業種目
• オ フ ィ ス ・ 商 業 施 設 等 の

開発、賃貸、管理

• 収益用不動産の開発・資産運
用

• 住宅用地・工業用地等の開発、
販売

• ホテル、空港の運営

• 不動産の売買、仲介、コンサ
ルティング

従業員数 1,093名 連結：11,045名

１．三菱地所グループとSDGs/ESGの考え方

ロイヤルパークホテルズグループ
として国内でホテルを展開。また、
空港の民間運営事業を開始。

ホテル・空港事業

大都市圏を中心に、日本全国で
商業施設・アウトレットや物流
施設を開発。

生活産業不動産事業

丸の内を中心に、国内主要都市で
オフィスビルの開発、賃貸、運営
管理業務を展開。

ビル事業

分譲マンション事業「ザ・パークハウス」、賃貸
マンション事業「ザ・パークハビオ」ブランドを展開。

住宅事業

米国・英国を中心にオフィスビル等の開発、賃貸事業
を展開。また、アジアでのプロジェクトも展開。

海外事業

投資家向けの不動産投資に関する
各種サービスを提供。

投資マネジメント事業

三菱地所設計が建築・土木工事の
設計監理業務等を展開。

設計監理事業

三菱地所リアルエステートサービ
スが不動産仲介、駐車場事業等を
展開。

不動産サービス事業
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①下流（事業地）の取組：お濠の水質浄化・濠プロジェクト

３．流域を意識したネイチャーポジティブに向けた取組

お濠

皇居
大手門タワー・ENEOSビル

ホトリア広場

N

自然調和型社会の形成

① お濠の水質浄化：皇居外苑濠に隣接する大手門タ
ワー・ENEOSビル（大手町1丁目）に、官民連携で皇
居外苑濠の水質を改善するため、浄化施設を導入。ま
た、お濠の水位低下を避けるため、貯留槽（約3000
㎥）を整備し生態系の改善に寄与。

ポイント

③ ホトリア広場：大手町パークビル
と一体で、環境共生型緑地を整
備（約3,000㎡）。
自然共生サイトに認定

② 濠プロジェクト：
生物多様性の保全と再生を切り口に、皇居のお濠と大丸
有エリアの歴史を、今、そして未来へとつなぐプロジェクト。



• お濠の水質が問題に。

•官民連携での取り組みを実施

お濠の水質浄化～貯留浄化施設による水質改善
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• 大手門タワー・ENEOSビルにお濠の水質改善のための貯留浄化施設を導入(民間初)。

• 浄化施設の予定浄化量は約50万㎥/年。

• お濠の水位低下を避けるため、巨大な貯留槽(約3000㎥)を整備。

• お濠の浄化によって在来種や希少な水草などの生態系の改善に寄与するほか、皇居と一体と
なった貴重な水と緑の空間ないし都市の美観を改善し、環境と観光資源の両面で、都市の魅
力の向上に貢献。

お濠の水質浄化～貯留浄化施設による水質改善～
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• 生物多様性の保全と再生を切り口に、皇居のお濠と大丸有エリアの歴史を、今、そし
て未来へとつなぐプロジェクト。

• 環境省皇居外苑管理事務所と三菱地所株式会社が協定を結び、公益財団法人日本自然
保護協会などの専門機関と連携して、2018 年（平成 30 年）より活動しています。

濠プロジェクト
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• 大丸有エリアの緑地や水辺を生かして、皇居のお濠の泥の中に眠る埋
土種子から水草を再生し、お濠に生息する生きものの保全や誘致、普
及啓発に取り組んでいます。

• 皇居のお濠で採取した泥から、11 種の水草の再生に成功しています。
このうち 6 種は現在のお濠で生育が確認されていない種であり、その
ほとんどが東京都や環境省のレッドリスト掲載種です。

濠プロジェクト
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濠プロジェクト～増えすぎた水草（菱）をたい肥に～

３．流域を意識したネイチャーポジティブに向けた取組

• お濠に繁茂した水草〔菱〕を景観維持や生物多様
性保全のために刈り取り、一部をたい肥の原料と
して活用し原料として活用。

• たい肥は山梨県の農家さんの手に渡り、環境と人
に優しい有機野菜として、楠公レストハウスや三
菱地所ホテルズ＆リゾーツ、丸ノ内ホテル、三菱
地所関連施設などで提供されています。



報告事項４ー ③ 新規サステナビリティ活動〜群馬県みなかみ町における環境保全・回復活動〜
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②上流の取組：みなかみから始まるネイチャーポジティブプロジェクト

きっかけは・・・

流域

出典：https://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/project.html

https://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/project.html


報告事項４ー ③ 新規サステナビリティ活動〜群馬県みなかみ町における環境保全・回復活動〜

みなかみ町とは
・群馬県最北部に位置し、町の約90％が山林。

・利根川の源流。利根川の水の一部は武蔵水路を経由し荒川に流入。
（丸の内を含む首都圏３千万人の水を供給）

・ユネスコエコパークにも登録されており、
日本における生物多様性保全の最前線の地。
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報告事項４ー ③ 新規サステナビリティ活動〜群馬県みなかみ町における環境保全・回復活動〜

期 間：2023年3月〜2033年3月末（協定期間）
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②上流の取組：みなかみから始まるネイチャーポジティブプロジェクト
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報告事項４ー ③ 新規サステナビリティ活動〜群馬県みなかみ町における環境保全・回復活動〜

①生物多様性が劣化した人工林を自然林へ転換する活動

10年で80haを目標

管理の行き届かなくなった
人工林を自然林へ復元

イヌワシやクマタカを
指標種に

イヌワシやクマタカなどを指標種に生物多様性が回復基調にあると科学的にもいえる森林
を約80ha創出
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５つの主な活動



コイ

報告事項４ー ③ 新規サステナビリティ活動〜群馬県みなかみ町における環境保全・回復活動〜

②生物多様性豊かな里地里山の保全と再生活動

みなかみ町の里地里山を舞台に、ため池の外来種防除などに取り組み、生物多様性豊かな里
地里山の保全と復元を目指します。

耕作放棄地、外来種、泥の堆積などが課題
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５つの主な活動



③ニホンジカの低密度管理の実現

シカの行動を把握して、低密度下における効率的な捕獲技術と捕獲体制の構築を目指す。森
林生態系のバランスを保ち、生物多様性の損失や水源涵養機能などの劣化を防ぐ。
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５つの主な活動



④NbS（Nature-based Solutions）の実践

①〜③までの取り組みを通じて、生物多様性を活かした防災・減災、水源涵養、獣害対策、
持続的な地域づくりなど、NbSを実践していきます。
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５つの主な活動



⑤生物多様性保全や自然の有する多面的機能の定量的評価への挑戦と活用

研究機関や大学等とも連携し、国際的な先駆事例にもなり得る生物多様性の評価手法を開
発して定量評価に挑戦。

・生物多様性を測定可能なかたちで回復させるの
が世界の流れ。

・測定（数値化）の議論は世界的にもまだ途上。

・世界的にも課題になっている、なんちゃってネ
イチャーポジティブ（ネイチャーポジティブ
ウォッシュ）にさせない。

・第1弾の結果についてプレスリリースを公表
2024年7月8日
https://www.mec.co.jp/news/0708_1.pdf
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５つの主な活動
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